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特記事項 

本PDFファイルは音声読上げ用です。閲覧を目的としたPDFファイルではありません。 

JIS案等の閲覧は，閲覧用ファイルをご利用ください。 

音声読上げする場合は、PDF文章の音声再生が可能なツールをご利用ください。 

ご利用の環境によっては，音声の読上げがされないことがあります。 

本PDFファイルの情報はJIS案等から機械的に抽出したテキスト情報で構成されています。 

これらは音声読上げに最適化されたものではありませんので，規格の内容が正しく読み上げされない可

能性があることをご了承願います。 
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著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

追補 2 のまえがき 

この JIS C 3501 の追補 2 は，産業標準化法に基づき，経済産業大臣が JIS C 3501: 2009 を改正した内容

だけを示すものである。JIS C 3501: 2009 は，この追補 2 の内容の改正がされ，JIS C 3501:0000 となる。 

 

 





 
 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 C 3501：0000 
 

高周波同軸ケーブル（ポリエチレン絶縁編組形） 
（追補 2） 

Radio-frequency coaxial cables 
（Amendment 2） 

 

JIS C 3501: 2009 を，次のように改正する。 

 

4.（材料，構造及び加工方法）のうち(1)（内部導体）の“5.”を，“5.3”に置き換える。 

 

5.3（内部導体抵抗）の“6.”を“4.4”.に置き換える 

 

5.9（加熱）の“表 5”を“表 4”に置き換える。 

 

 

 




